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9. 地震ハザードステーション J-SHIS 

 本章では，ハザード評価の情報公開システムである，

J-SHIS 地震ハザードステーションについて述べる． 

 

9.1 地震ハザードステーション J-SHIS とは 

 地震ハザードステーション J-SHIS（読み：ジェイシス，英語

名：Japan Seismic Hazard Information Station，以下，

J-SHIS）は，全国の基盤的な地震ハザード情報の公開 Webシ

ステムである．本節では，2005 年 5 月より運用が開始された

J-SHIS の経緯について述べる． 

 

 文部科学省の地震調査研究推進本部が発表する「全国

地震動予測地図」は，地震発生の長期的な確率評価と強震

動の評価を組み合わせた「確率論的地震動予測地図」と，特

定の地震に対して，ある想定されたシナリオに対する詳細な

強震動評価に基づく「震源断層を特定した地震動予測地図」

の，性質の異なる地図から構成されている．これらは，兵庫県

南部地震の教訓を踏まえ発足した地震調査研究推進本部の

調査研究に基づく地震ハザード評価の成果の集大成として

位置づけられるものであり，地震活動モデルや震源断層モデ

ル，及び地下構造モデル等の地図の作成に必要なデータま

で含めると膨大な量の情報を含んでいる． 

 

 2005 年以降，防災科学技術研究所では，地震動予測地

図の利用に関する検討の一環として，「地震動予測地図工学

利用検討委員会」を設置し検討を行ってきた．本委員会がま

とめた報告書では，「全国を概観した地震動予測地図」を最

終成果物として，地図そのものだけでなく，その作成の前提

条件となった地震活動・震源モデル及び地下構造モデル等

の評価プロセスに関わるデータも併せた情報群としてとらえる

ことにより，「地震ハザードの共通情報基盤」として位置づける

べきとの提言がなされ，以下の指針が示された． 

 地震ハザードの共通情報基盤としての意義―地震及び

基盤地震動について理学的に最高のものを． 

 表示項目の多様性―工学サイドで多様な技術的活動

ができる（活動の自由度ある）インタフェースを． 

 結果のみでなく，プロセスの開示―不確定性評価のプ

ロセスが分るように． 

 公表システムの作成―有効なユーザインタフェース形成

へ/条件設定に関する吟味が可能なように． 

 適切な更新の重要性―学術・技術の進歩を反映できる

ように． 

 地震動予測地図の理解において，低頻度巨大災害の

始点/地震の特長により変化する災害のクセへ正確な

認識を育てる． 

 

 本提言を受け，J-SHIS では，以下の目的を実現するため

のシステムとなることが望まれた． 

 

 地震ハザードの共通情報基盤形成データベース 

 地震動予測地図作成作業で生成された地図を表示するだ

けでなく，地震動予測地図を作成するためのパラメータ及び

計算結果を全て蓄積し，地震ハザード情報を地理空間情報

としてサービスするための共通情報基盤データベースとするこ

と． 

 地震動予測地図の多様な表現を実現する 

 地震動予測地図の利用に関わる発信の対象は多様であり，

確率論的地震動予測地図，及び震源断層を特定した地震

動予測地図はもとより，一地点を対象にした詳細情報，定性

的な確率ランク等の多様な表現を可能とするインタフェースを

有すること． 

 地震動予測地図作成に関わるパラメータの提供 

 地震活動評価モデルパラメータ，震源断層形状，表層地

盤，深部地盤等の可視化とデータ提供インタフェースを有す

ること． 

 発生頻度が高く広域的影響を持つ海溝型地震と低頻

度で影響範囲が限られている内陸型（活断層）地震の

影響の可視化 

 確率論的地震動予測地図については，種類が異なる多様

な震源の効果を集積するという長所を活かすとともに，個々の

震源の影響が隠されるという欠点を補って，評価結果が誤解

なく活用されるように，地震カテゴリー別の地図を作成し表示

すること．また，各地点において，もっとも影響のある地震カテ

ゴリーが分るように，影響度地図を作成し表示すること． 

 

 こうした経緯のもとで，防災科学技術研究所では，「地

震ハザードステーション J-SHIS」の運用を開始した．その後，

J-SHIS は最新の技術を取り入れ，「全国地震動予測地図」と

して整備された約 250mメッシュ全国版「確率論的地震動予測

地図」，主要断層帯で発生する地震に対する詳細な強震動

予測に基づく「震源断層を特定した地震動予測地図」，それ

ら計算に用いた全国版深部地盤モデル，250m メッシュ表層

地盤モデルなどを，背景地図と重ね合わせて，わかりやすく

提供できるシステムの研究開発および機能追加を実施してき

た． 

 

 2011 年 3 月 11 日の東北地方太平洋沖地震以降，J-SHIS

には地震調査研究推進本部による全国地震動予測地図の

公開のみに留まらず，より一層の地震ハザードデータの利活

用にも資する新たな進歩が求められている．これを受け，2011

年 9 月には，地震動予測地図に関する情報をまとめて発信し，

ハザード情報を知るだけではなく学ぶことのできるポータルサ

イトを公開した．地震動予測地図公表の仕組みには，確率

論的地震ハザード評価と代表的な想定地震に対するシナリ

オ型地震動評価の結果（地図や諸データ）が格納されている

のみではなく，両評価の欠点を補完し，互いの特徴を理解す

るための仕掛けと，それに基づき将来の地震動を客観的に設

定，説明するための手続きが組み込まれる必要がある．加え

て，各地震の長期評価結果，過去の地震の情報，活断層等

の地形・地質情報，深部・浅部の地下構造情報，地震観測

記録，地震被害記録などの各種データベースとのリンクを構

築することで，対象地点（地域）周辺における地震環境が容

易に理解できる仕組みを包含する必要がある．  
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 さらに 2012 年度の更新においては J-SHIS Web API や

J-SHIS アプリが新たに公開されるなど，様々な主体に対して

地震ハザード情報を伝達する基盤として，さらなる発展を遂

げている．次節以降では，膨大な地震ハザード情報のプラット

フォームとなった J-SHISのシステム全体像と，そのデータを活

かした各種サービスについて述べる． 

 
9.2 J-SHIS の全体像 

 J−SHIS は 2012年 12月現在，様々な主体を対象とした５つ

の公開サービス（表 9.2）を持つ，地震ハザードの総合的な

情報公開システムである．本節では，J-SHIS についてシステ

ム全体を概観する．各サービスについては 9.3 からの各節に

述べる． 

 

表 9.2 J-SHIS 公開サービス 

名称 章節 説明 

J-SHIS マップ 9.3 
地震動予測地図及び地震ハザード

情報の Web マップと地点情報 

J-SHIS ポータル 9.4 
地震ハザード全般について学習・利

活用できるポータルサイト 

J-SHIS Web API 9.5 
地震ハザード情報を提供する

Restful Web API サービス 

J-SHIS アプリ 9.6 
位置情報を用いたスマートフォンアプ

リケーション 

J-SHIS データ 9.7 
各種形式の詳細データダウンロード

サービス 

 

9.2.1 J-SHIS のシステム 

 J-SHIS はサービスとして提供しているフロントエンドの部分と，

表側からは見えないバックグラウンドのシステム部分が連続的

に稼働している．ここでは，前者の側から見たものを J-SHIS

公開サービス，後者の側から見たものを J-SHIS システムと便

宜的に呼称する． 

 J-SHIS システムは，確率論的地震動予測地図，震源断層

を特定した地震動予測地図と，それらを作成する際に集めら

れた基盤的情報である表層地盤，深部地盤の情報を一元的

に管理している．これらを単一のデータ管理システムの中で

取り扱うことで，ユーザが Web ブラウザにより透過的に探索・閲

覧することができる Web マッピングシステムを実現している．

J-SHIS システムの特徴と機能の一覧を表 9.2.1 に示す． 

 

表 9.2.1 J-SHIS システムの特徴と機能 

システムの全体的な特徴 

・オープンソースソフトウエアにより構成 

・ブラウザ互換性を考慮 

・データ形式の変換・配信機能を有する 

・データベースの管理・更新機能を有する 

公開サービスの提供に関する機能 

・J-SHIS マップの表示サーバ機能 

・CMS を用いたポータル Web サーバ機能 

・Restful Web API の配信サーバ機能 

・KML ファイルによる地図配信機能 

・WMS による地図配信機能 

・WFS による地理空間情報配信機能 

 

J-SHIS システムデータフローを図 9.2.1 に示す．地震動

予測地図及び表層地盤，深部地盤等の各種数値データは，

データ入力層に集められ，データ蓄積層の地震動予測地図

数値データベースに格納される．本データベースに格納され

た情報から公開データファイル（CSV 形式ファイル）及び GIS

データファイル(ESRI Shapefile，GeoTiff)が作成される．一

般利用者は汎用的な Web ブラウザ等により，アプリケーション

層で公開された Web マッピングシステム（J-SHIS マップ）や，

RESTful Web API（J-SHIS Web API）を用いた各種サービス

（アプリケーション等）を通じて地震ハザード情報データにアク

セスできる．また，アプリケーション層に配置された地震動予

測地図数値データは CSV および ESRI Shape 形式でダウンロ

ードできる． 
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図 9.2.1 J-SHIS システムデータフロー 
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9.2.2 J-SHIS のサービス 

 地震ハザードステーション J-SHIS は，提供している Web サービスの機能追加ならびに改良を随時おこなっている．表 9.2.2

に前回研究資料発行（防災科学技術研究所研究資料第 336号 ｢全国地震動予測地図｣作成手法の検討, 2009年 11月）

から今回までに追加・改良された全サービスの名称と公開時期，URL ついて記し，図 9.2.2 に一覧化した． 

表 9.2.2 J-SHIS 新サービス一覧 

名称・提供機能 公開時期 URL 

① J−SHIS マップ 2009年 7月（更新） 

2010 年 5 月 

 

 

2011 年 9 月 

http://www.j-shis.bosai.go.jp/map/ 

  被災人口地図の公開 

  深部地盤柱状図表示機能 

  地すべり地形分布図表示機能 

  想定地震波形取得機能 

  地図リンク取得機能 

② J-SHIS ポータル 2011 年 9 月 

 

2012 年 3 月 

http://www.j-shis.bosai.go.jp/ 

 

http://www.j-shis.bosai.go.jp/en/ 

  J-SHIS 公開サービスの解説記事 

  国際展開ページ・英語版 

③ J−SHIS Web API 2012 年 4 月 http://www.j-shis.bosai.go.jp/api-list 

④ J-SHIS アプリ 2012 年 4 月 http://www.j-shis.bosai.go.jp/app-jshis 

  もしゆれ 2012 年 8 月 http://www.j-shis.bosai.go.jp/ 

app-ifearthquake 

⑤ J-SHIS データ 2010 年 9 月 http://www.j-shis.bosai.go.jp/download 

  KML ファイル 

  シェープファイル 

 

 
図 9.2.2 J-SHIS サービス一覧 
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9.3 J-SHIS マップ 

 J-SHIS では，地震ハザード情報を Google Maps と重ねて表

示する J-SHISマップを提供している．本節では，2009年 7月

に公開されて以降，適時改良を重ねている J-SHIS マップに

ついて述べる． 

 

9.3.1 J-SHIS マップの技術的背景 

 J-SHIS マップは，確率論的地震動予測地図，震源断層を

特定した地震動予測地図，及び表層地盤等の地理空間情

報をインターネットを通じて配信するシステムである． 

 

【地理空間情報データの相互利用】 

 ネットワークを利用した数値地図データの相互利用のため

の規格も整備が進んでいる．地理情報システム(GIS)関連技

術 の 標 準 化 を 推 進 す る 業 界 団 体 で あ る OGC(Open 

Geospatial Consortium. Inc)が，空間データモデルやその

表現形式，GIS 対応ソフトウエアの連携方法などについて標

準規格を「 OpenGIS® 」 として整備を進めている．特に，

WMS(Web Mapping Service)や WFS(Web Feature Service)，

WCS(Web Coverage Service)等のサービス規格に対応した

商用，非商用アプリケーションやライブラリが増えてきている．

上記標準規格「OpenGIS®」を基本として，地理空間情報のネ

ットワーク上における相互利用を推進する大きな役割を担っ

ているのが，GIS 及び Web マッピングのためのオープンソース

ソフトウエアの充実である． 

 

【オープンソース Web マッピングシステム実装の手法】 

 従来 Web マッピングシステムは，商用ソフトウエア，オープン

ソースソフトウエア共に，サーバサイドに GIS エンジンや地図

作成サーバ（ESRI ArcGIS，MapServer 等）を配置し，ユーザ

リクエストに対して動的にサーバにて画像を作成しクライアント

に返却するシステムであったが，Google Maps API の公開をき

っかけに，Web マッピングシステムの手法に大きな変化が現れ

た．サーバサイドに GIS エンジンを配置しサービスを行う手法

は，ユーザの様々な GIS処理のリクエストに応えることができる

一方，一般的に応答速度が遅く，サーバ負荷が高く，多くの

ユーザリクエストに応えるためには，高性能なハードウエアを

用意する必要がある．Google Maps API で提供された方法は，

所望の表示範囲周辺の地図情報をサーバから小さなタイル

画像としてクライアントに引き渡し，クライアント側でタイル画像

を組み合わせて Web ブラウザ上で再構築する手法である．複

数のタイル画像の通信は非同期で行われる．こちらの手法で

は，予めタイル画像を作成しておくことにより，サーバ負荷が

低減され，ユーザリクエストに対する応答速度を向上している．

また，地図表示のユーザインタフェース制御に係る処理を API

として提供することにより，ユーザ独自のインタフェースを構築

することができる．しかし，Web ブラウザ側でタイル画像から表

示範囲地図画像を再構築したり，地図インタフェース制御を

処理するためにクライアント処理の負荷が増加する．現在

Google が提供する地図の種類は市街地地図，衛星写真（航

空写真）地図，標高地図，ハイブリッド地図の 4 種類のみであ

る．同様なサービスとして Yahoo! Maps 等がある．独自の地図

情報を Google Map で提供するようなタイル画像システムとし

て ka-Map がオープンソースとして公開されている．ka-Map は

MapServer で定義した地図レイヤ情報を，Google Map のよう

な地図としてスムーズに移動・拡大するシステムである．

ka-Map の機能を利用することにより，独自の地図をタイル画

像として利用することが可能となる． 

 

【J-SHIS マップの Web インターフェース】 

 Web インタフェースに関する技術の進歩も目覚ましい．近年

AJAX（Asynchronous Javascript + XML）を利用した Web ペ

ージが増加しているのもその一つの表れである．地図上で指

定した地点におけるシステム固有の情報を Web 上で取得する

ためには，サーバ問い合わせを行い，クライアントに情報を返

却し表示を行う処理を実行する． 

通常は，サーバ問い合わせ実行結果を，HTML 要素として返

却し，HTML をレンダリングする処理が主流であった．このため，

ユーザは実行結果が返ってくるまでは別の処理を行うことが

できないが，AJAX を用いると，問い合わせを非同期通信とす

ることにより，問い合わせと無関係な処理を継続することがで

きる．更に，ページの構成をサーバと通信を行わずに変更す

る動的 HTMLを組み合わせ，デスクトップアプリケーションのよう

なインタフェースをもつ，リッチクライアントライブラリがオープン

ソースとして多数公開されている．  

 J-SHIS マップは，バージョンアップ，ライセンス，保守料金

の値上げといった外部要因リスクに関わらず，毎年更新する

地震動予測地図を安定的に提供することが必要である．また，

地震リスクに関する情報提供の充実に伴う公開情報量の増

加によるハードウエア増強やシステムのスケーラビリティの向

上に柔軟に対応できる必要がある．このため，オープンソース

ソフトウエアの適用調査を行い，ソフトウエア構成を決定した．

J-SHIS は地震動予測地図の多様な表現方法の一つであり，

地震動予測地図が持つ固有情報へのナビゲーションシステ

ムである．そのため，J-SHIS に含まれる全ての地図を円滑に

表示するために Google Map で行っているようなタイル画像に

よる地震動予測地図の表示及び，注目地点周辺への移動・

拡大をスムーズに行い，ユーザフレンドリなインタフェースで地

図の切り替えや地点情報を表示するために必要な Web インタ

フェース，GIS や Web マッピングに関するオープンソースソフト

ウエアを選定した． 

 

9.3.2 J-SHIS マップの機能 
J-SHIS マップは地震動予測地図に関する情報を閲覧し，

ダウンロードするための Web マッピング機能等を有する．

J-SHIS マップにより閲覧可能な地震動予測地図に関する地

図情報を表 9.3.2-1 に示す． 

 

【確率論的地震動予測地図閲覧機能】 

 確率論的地震動予測地図は，全国約 250m メッシュで整備

された「全ての地震」，「地震カテゴリーⅠ」，「地震カテゴリー

Ⅱ」，「地震カテゴリーⅢ」に関して，30 年で震度 5 弱，5 強，6

弱，6 強以上の揺れに見舞われる確率地図及び，3%，6%の確

率で一定の揺れに見舞われる領域図（計測震度，地表最大
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速度，工学的基盤最大速度），50 年で 2%，5%，10%，39%の確

率で一定の揺れに見舞われる領域図（計測震度，地表最大

速度，工学的基盤最大速度）を表示することが可能である．

また，「全ての地震」，「地震カテゴリーⅢ」に関しては平均ケ

ース，最大ケースに関する地図表示が可能である． 

  

【地震カテゴリー別地図閲覧機能】 

地震カテゴリー別地図は，30 年で一定の震度以上の揺れ

に見舞われる確率を四分位として評価し 4 つのレベルで色分

けした地図である．地震カテゴリーⅠ，Ⅱ，Ⅲに対してそれぞ

れ震度 5弱，5強，6弱，6強以上の揺れに見舞われる確率を

4 つのレベルで色分けしている．2008 年版に地震カテゴリー

別地図は存在しない． 

 

【影響度地図閲覧機能】 

影響度地図は各地点において最も大きな影響を及ぼす地

震カテゴリーを色で表す地図である．30 年間で平均ケース，

最大ケースそれぞれに関して，震度 5 弱，5 強，6 弱，6 強以

上の揺れ見見舞われる確率で最も高い確率となる地震カテ

ゴリーを示す地図である．2008年版に関しては 30年で震度 5

強，6 強以上の揺れに見舞われる確率の影響度を表す地図

はない． 

 

【条件付超過確率地図閲覧機能】 

条件付超過確率地図は，指定した地震が発生した場合の，

震度 5 弱，5 強，6 弱，6 強以上となる確率地図と計測震度の

期待値地図からなる．条件付超過確率地図が用意されてい

る地震は，主要活断層帯に発生する地震，その他の活断層

で発生する地震，及び震源が特定された海溝型地震である． 

 

【想定地震地図閲覧機能】 

想定地震地図は，震源断層を予め特定した地震動予測地

図の略称であり，主要活断層帯に関するハイブリッド法による

強震動予測計算結果を表すものである．計算結果は 3 次メッ

シュ単位の工学的基盤における計測震度を計算し，約 250m

メッシュで評価された震度増分に基づき，約 250m メッシュ区

画の地表計測震度分布を求めている．地図として用意されて

いるのは工学的基盤最大速度及び地表の計測震度である． 

 

【表層地盤地図閲覧機能】 

表層地盤地図は全国約 250m メッシュ（1/4 メッシュ）で整備

された，微地形区分，30m 平均 S 波速度，表層地盤増幅率

（400m/s における工学的基盤から地表における最大速度の

増幅率）を表すものである． 

 

【深部地盤地図閲覧機能】 

深部地盤地図は全国約 1km メッシュで整備された地質境

界を深度及び標高により表現した地図である．想定地震地図

は本深部地盤モデルにより計算されている． 

 

【被災人口地図閲覧機能】 

被災人口地図は想定した地震が発生した場合に，ある震

度を超える揺れに見舞われる人口(震度曝露人口)の値の分

布を示した地図である．統計情報を参照すれば自治体毎の

被災人口を参照することもできる． 

 

 
表 9.3.2-1 J-SHIS マップにおける地図情報 

地図情報 説明 

確率論的地震動予測地図 

 

約 250m メッシュ全国版確率論的地震動予測地図（図 9.3.2-2） 

地震カテゴリー別地図 

 

四分位による超過確率ランク地図（図 9.3.2-3） 

影響度 

 

最大影響度の領域図（図 9.3.2-4） 

条件付超過確率 指定した地震が発生した場合の，ある震度を超過する確率地図と計測震度

の期待値地図（図 9.3.2-5） 

想定地震地図 

 

震源断層を特定した地震動予測地図（図 9.3.2-6） 

表層地盤 約 250m メッシュ微地形分類，30m 平均 S 波速度，表層地盤増幅率の領域図

（図 9.3.2-7） 

深部地盤 震源断層を特定した地震動予測地図計算に用いた深部地盤の領域図（図

9.3.2-8） 

被災人口 想定した地震が発生した場合に，ある震度を超える揺れに見舞われる人口の

分布図（図 9.3.2-9） 
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図 9.3.2-1 J-SHIS マップ画面 

 

 

図 9.3.2-2 確率論的地震動予測地図 
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図 9.3.2-3 地震カテゴリー別地図 

 

 

 
図 9.3.2-4 影響度 
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図 9.3.2-5 条件付超過確率 

 

 

図 9.3.2-6 想定地震 
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図 9.3.2-7 表層地盤 

 

 
図 9.3.2-8 深部地盤 

 

 



9. 地震ハザードステーション J-SHIS 

 329 

 

図 9.3.2-9 被災人口 

 

 

J-SHIS の一般ユーザ向け機能は，J-SHIS Web システムの表 9.3.2-2 に示すサービスを利用した Web コンテンツにより提供

される．それぞれの Web コンテンツはユーザインタフェースにより連携している． 

 

表 9.3.2-2 J-SHIS マップサービス概要 

サービス 説明 

地図レイヤ 

サービス 

J-SHIS内で定義されたレイヤコードを指定することにより Web インタフェース上にタ

イリングされた地図画像を Google Map と重ねて表示するサービス（図 9.3.2-10） 

地震活動モデル 

サービス 

選択された断層形状に関連付けられた地震活動モデルをデータベースから検索

し Web インタフェース上に表示するサービス（図 9.3.2-11） 

地点情報サービス 指定された約 250m メッシュコードに対応するメッシュ内地点情報（超過確率，地盤

増幅率等）をデータベースから検索し Web インタフェース上に表示するサービス

（図 9.3.2-12） 

ハザードカーブ 

サービス 

指定された約 250m メッシュコードが属する 3 次メッシュのハザードカーブをデータ

ベースから検索し，ハザードカーブグラフ，影響度グラフを Web インタフェース上に

表示するサービス．また，ハザードカーブ数値データを作成しダウンロード可能と

するサービス（図 9.3.2-13） 

データダウンロード 

サービス 

地震動予測地図に関連する数値情報及びデータ規約をダウンロードするサービス

（9.7節 J-SHIS データ内に記載） 

その他サービス WMS 等のサービスを試験的に提供．サーバ負荷等を調査し，システム構成，ソフト

ウエア構成の検討と一般向けサービス提供の可能性を検証（9.7節 J-SHISデータ

内に記載） 
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図 9.3.2-10 地図レイヤサービス 

 

 

 

図 9.3.2-11 地震活動モデル 

 



9. 地震ハザードステーション J-SHIS 

 331 

 

図 9.3.2-12 地点情報 

 

 

 
図 9.3.2-13 ハザードカーブ 
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【地図レイヤ‐地震活動モデルサービス連携インタフェース】 

地図レイヤ‐地震活動モデルサービス連携インタフェースにより，確率論的地震動予測地図に関する地図（確率論的地震

動予測地図，地震カテゴリー別地図，影響度地図）と震源断層を特定した地震に関する地図（想定地震地図，条件付超過確

率地図）を，評価した震源断層の形状で結び付ける機能を実現している．地図レイヤサービスを利用したコンテンツでは，地

震動予測地図に関する地図画像及び断層形状を重ねて表示する．断層形状には地震活動モデルサービスが関連付けられ

ており，断層形状を選択することにより，選択した断層の地震活動モデルが表示される．また，選択した断層に関連する条件

付超過確率の地図，想定地震の地図へ表示範囲を変更しないまま遷移することができる（図 9.3.2-14）． 

 

 

図 9.3.2-14 地震活動モデルによる地図の連携 
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【地図レイヤ‐地点情報サービス連携インタフェース】 

地図レイヤ‐地点情報サービス連携インタフェースにより，表示している地図レイヤの注目地点に関する地点情報を表示する機能を

実現している．地点情報を表示した状態で地図レイヤをタブで切り替えることで,地点情報の内容を切り替えることができる．

地図レイヤは Google Mapを背景とし，透過処理を施して表示されるため，位置の特定が容易となっている．また，透過率は動的に変更

することが可能である．表示している地図レイヤに対応して地点情報の内容は異なる（図 9.3.2-15）． 

 

 
図 9.3.2-15 地点情報の表示 

 

【地点情報‐ハザードカーブサービス連携インタフェース】 

確率論的地震動予測地図レイヤを表示しているとき，地点情報‐ハザードカーブサービス連携インタフェースにより，地点情報を表示

するとハザードカーブ及び影響度グラフの表示を行う機能を実現している．本インタフェースを用いて，任意の地点のハザードカーブの

数値情報，画像情報をダウンロードすることが可能である（図 9.3.2-16）． 

 

 

図 9.3.2-16 ハザードカーブのダウンロード
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9.4 J-SHIS ポータル 

 J-SHIS では，記事を通じて地震について学び，地震ハザード

情報を調べて知り，使うためのポータルサイトを提供している．本

節では，2011 年 9 月に一般向けに公開した J-SHIS ポータルに

ついて述べる． 

 

9.4.1 J-SHIS ポータルの機能 

 J-SHIS ポータルでは，J-SHIS の各サービスへの入り口として，

J-SHIS が提供している地図を閲覧するサービス，特に J-SHIS 

マップを中心にその使い方を手引きし，地震ハザード評価につ

いての解説や，更新の通知を行なっている． 

 

(1)地震ハザード評価に関する解説および正確な理解の促進 

 解説記事，スライド，用語集，FAQ などで全国地震動予測地図

に関連する様々な概念や用語を学ぶことができる．また，地震ハ

ザード評価に関する新着情報，機能や地図の更新情報の通知

を行なっている．印刷機能も充実しており，プリンタのアイコンボ

タンから，各記事が読みやすく整形され，紙に打ち出して読むこ

ともできるようになっている．全文検索によってわからない用語を

打ち込むことで，関連する記事や用語集の当該箇所を読むこと

もできる． 

 

(2)J-SHISで提供している各サービスへの入り口 

 多様な知識背景をもつユーザを対象に，J-SHIS マップや

J-SHIS Web API, J-SHISアプリ等を紹介している．トップページ

からも直接 J-SHIS Web APIや J-SHISアプリ，用語集や FAQ，マ

ップの使い方ガイド記事や英語版／国際展開ページ等にリンク

し，J-SHIS で提供している全サービスへジャンプすることができ

る．特に J-SHIS マップに関しては，サイト上部の「スタート

J-SHIS」ボタンより閲覧できる．また，ポータルの個別記事を SNS

ボタンによりブログや SNS，オンラインブックマーク等でクリップす

ることができる． 

 

表 9.4.1 J-SHIS ポータルの機能 

解説および理解促進のための機能 

 ・解説記事の掲載 

J-SHIS で提供しているサービスのマニュアル機能 

 ・J-SHIS マップの使い方記事マニュアル 

 ・FAQ 

 ・API リファレンス 

更新通知機能 

 ・お知らせ・新着記事カテゴリ 

その他 

 ・利用規約，問い合わせ先等 

 

9.4.2 J-SHIS ポータルの開発 

 J-SHIS ポータルの実装には CMS (Contents Management 

System)を用いている．CMSとは，Webサイトのコンテンツを構成す

るテキスト，画像等のデータを体系的に管理し，統一されたデザ

インの HTML を動的に生成することができるシステムである．

J-SHISで採用した WordPressは現在最も人気のあるオープンソ

ースの汎用 CMS で，PHP と MySQL で実装されている．WordPress

では「テーマ」と呼ばれるデザイン・機能定義機能のカスタマイズ

が比較的容易で，データモデルとはしっかりと分離されている．

プラグインで機能を追加することもでき，オープンソースのプラグ

インがインターネットから数多く入手可能であることもメリットの一

つである． 

 

 J-SHISポータルは CMSを利用することで，J-SHISマップやアプ

リへの入り口としての機能，更新や機能追加をお知らせする機能，

豊富な例題により使い方を解説する機能，地震ハザード評価の

学習サイト機能を実装した．WordPress では，各記事に分類を行

う「カテゴリー」属性と，記事のキーワード的な「タグ」属性を両方

付与することができる．J-SHISポータルではさらにプラグインを追

加して「関連記事」属性も付与した．カテゴリーによるツリー構造

の移動，タグによる同種キーワードへのワープ，関連記事による

横断的な移動という 3 つの移動手段をユーザに与えることで，た

くさんの記事を隅々まで読んでもらう工夫をしている．また，

Twitter, Facebook等の SNS ボタンを各記事に置き，サイト内外

の流動性も確保した． 
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図 9.4.2 J-SHIS ポータル TOP 画面



防災科学技術研究所研究資料 第 379 号 2012 年 12 月

 

 336

9.5 J-SHIS Web API 

 J-SHIS では，地震ハザード公開情報の利活用促進のため，ア

プリケーションや Web サービス等から利用可能なウェブ API サー

ビスを提供している．本節では，2012 年 4 月に開発者向けに公

開した J-SHIS Web APIについて述べる． 

 

9.5.1 J-SHIS Web API の機能設計 

【J-SHIS Web APIの利点】 

 J-SHIS マップが人間がそのまま読める情報のかたち（地図）で

あるのに対して，API（Application Programming Interface）は

機械が読めるデータ形式で地震ハザード情報を提供している．

そうすることで値を他の様々なデータと自動的に組み合わせて

使用したり，地震ハザード情報を再解釈してグラフや図にするな

ど別の形式で表現したりすることができる． 

 

 J-SHIS Web APIは，J-SHISマップとして公開している地図デー

タを Restful Web API として公開している．J-SHIS Web API は

緯度経度情報や地域メッシュの情報を元にその地点の地震ハザ

ード情報を JSON 形式および XML 形式で問い合わせることができ，

戻り値を様々な形に加工して Web サービスやモバイルアプリケー

ション等で活用する事が可能である．現在地や自宅を指定した

地点ごとのデータをメッシュあるいは自治体単位で問い合わせる

ことができるので，今後より一層の幅広い活用が期待されてい

る． 

 

【J-SHIS Web APIを用いると何ができるのか】 

 J-SHIS が J-SHIS Web API を利用すると，J-SHIS の管理する

データを HTTP にて直接検索・取得できるので，独自に作成した

ウェブページで地震ハザード情報や表層地盤データなどを表示

したり，モバイル端末上で現在位置のメッシュに影響の大きい地

震断層を検索するアプリケーションなどを作成したりすることが可

能となる． 

 

【Restfulな設計】 

 本 API は，取得した情報が永続的であることを明確にするため，

"REST" な URL を 用 い て 設 計 さ れ て い る ． REST 

(REpresentational State Trransfer)とは分散システムを連携

させるための設計原則で，Webの設計思想に従い，1 )ステートレ

ス性，2)情報操作メソッドの制限，3)すべてのリソースを URIで一

意に表現，といった項目からなる概念である．J-SHIS は地震ハ

ザードに関連する情報の一次的な Web リソースとして機能するこ

とが求められているため，RESTの概念に従った設計により外部利

用者の利便性が高まる．また，REST な設計は Web サーバの数で

性能がスケールするため，今後 API の利用が増えた場合の対策

としても重要である．リクエストに対するレスポンスは Web リソース

の標準的な表現である XML，GMLの他，JavaScriptから利用しや

すい JSON，GeoJSONを選択可能とした． 

 

 

図 9.5.1 J-SHIS Web API の RESTful なしくみ 
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9.5.2 J-SHIS Web API の種類 

 J-SHIS Web APIは表 9.5.2-1に挙げる種類の API を提供している． 

 

表 9.5.2-1 J-SHIS Web API 一覧 

No. サービス名 J-SHIS マップ上の関連地図（タブ） 

1. 地震ハザード情報提供 API 確率論的地震動予測地図タブ 

に関する API 群 2. ハザードカーブ情報提供 API 

3. 表層地盤情報提供 API 表層地盤タブに関する API 群 

 4. 表層地盤物性値情報提供 API 

5. 深部地下構造情報提供 API 深層地盤タブに関する API 群 

6. 深部物性値情報提供 API 

7. メッシュ別被害地震検索 API 想定地震タブに関する API 

8. 自治体別被害地震検索 API 被災人口タブに関する API 

9. メッシュ検索 API その他（複数地図に関連）の API 

 

 

【地震ハザード情報に関する API】 

 地震ハザード情報の根幹であるハザードカーブの情報の API. 

30 年,50 年それぞれの震度確率および確率震度情報を取得で

きる地震ハザード情報提供 API と, 3 次メッシュで提供している

ハザードカーブ情報を取得できるハザードカーブ情報提供 API

とがある. 

 

【表層地盤情報に関する API】 

 表層地盤情報の値として微地形区分コード, AVS30, 地盤増

幅率などを提供する表層地盤情報提供APIと, 微地形区分名を

コードから参照するための表層地盤物性値情報提供 API とがあ

る.これは,前者の API の戻り値を数値のみで可能とするための

高速化および全体トラヒック量軽減のための工夫である. 

 

【深部地下構造に関する API】 

 指定した 3 次メッシュもしくは指定した緯度経度を含む 3 次

メッシュに対する地下構造情報を取得できる．複数の 3 次メッシ

ュの指定も可能とした深部地下構造情報提供 APIで深さを与え, 

それらの P 波速度値，S 波速度値，密度，Qp 値，Qs 値等の物性

値情報の参照を行う深部物性値情報提供 API からなる．  

 

【シナリオ地震に関する検索 API】 

 地域別にシナリオ地震を想定して断層を検索する API は，指

定したメッシュに影響の強い断層を取得するメッシュ別被害地震

検索 API と,指定した自治体に影響の強い断層データを取得す

る自治体別被害地震検索 API の２つがある. 

 

【横断検索を行う API】 

 メッシュ検索APIは、リクエストURLにさまざまな方法でパラメー

タを指定することで, 例えば「関東平野の中で最も地盤のやわら

かいメッシュを検索する」ということができる. 結果を昇順・降順で

ソートすることも可能で, 現在は主に表層地盤情報に関するメッ

シュの情報を検索することができる. 

 

9.5.3 J-SHIS Web API を用いたサービス事例紹介 

 J-SHIS APIを用いたサービス事例を紹介する． 

 

・アプリケーション 『J-SHIS』 （iOS／Android） 

 J-SHISの公式アプリケーション．全国地震動予測地図をスマー

トフォンの地図上に重ねあわせて表示する. 位置情報で検索で

き,メッシュを選択タップすることで地点情報を表示する．2012 年 

4月公開,無料. 

 

・アプリケーション 『もしゆれ』 （iOS） 

 地震を自分のこととして実感し，対策を促すアプリケーション．

もしゆれはもしもいまここでおおじしんの揺れに見舞われたらワタ

シはどうなる？という名前の iOS アプリケーション. GPS で取得し

た位置情報を使って被害の可能性を表示し,自分の顔写真と重

ね合わせる.判定は地盤増幅率や微地形区分,３０年震度６弱の

地震動超過確率値を取得して行なっている. 2012 年 8 月 3 日

公開,無料. 

 

・ウェブサービス 「揺れやすい地盤 災害大国迫る危機」（朝日

新聞デジタル ニュース特集） 

 住所を入力するとその地点の地盤増幅率と相対指標を表示す

る．地図上をクリックして任意の地点の微地形区分を表示するこ

とも可能である. 

 

・社内ツール 地震診断ツール 「ココゆれ」(大和ハウス) 

 戸建住宅の購入を検討している顧客に対し,住所を入力した地

点の近傍活断層情報や, 地震ハザード情報, 予測震度情報等

を表示する． 

 

 なお，J-SHIS Web APIの問い合わせ方と詳細は次の URL より

参照できる．（http://www.j-shis.bosai.go.jp/api-list） 
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9.6 J-SHIS アプリ 

 J-SHIS では，いつでもどこでも J-SHIS の地図を閲覧し，地点ご

との地震ハザード情報を表示するためのアプリケーションを提供

している．本節では，2012 年 5 月にスマートフォンユーザ向けに

公開した J-SHIS アプリについて述べる． 

 

9.6.1 J-SHIS アプリの紹介 

 J-SHIS がさらに多くの人々に閲覧され，防災意識の向上に資

するためには，より高い操作性とユビキタス性，またユーザの状

態を考慮した情報配信が重要である．これらの課題を解決する

ため，近年特に普及が進むスマートフォン上で動作する地震動

予測地図閲覧アプリケーション「J-SHIS アプリ」を開発した(藤原 

他, 2011)．スマートフォンは，通常の携帯電話の通信機能に加

え，3G/Wi-Fi 回線ネットワーク機能，高速な演算・描画性能，PC

に匹敵する機能の Web ブラウザ，大型・高解像度の画面，およ

びタッチパネルインタフェースなどを持つ．2008 年ごろから 

Apple 社の iPhone の発売を契機に爆発的に普及が進み，現

在では，Google 社の Android OS を利用した端末も数多く販売

されている．普及の背景には，端末の使いやすさもさることながら，

開発環境がオープンであるためアプリケーションが多く開発され

ており，配布サイトで多種多様なアプリケーションのダウンロード・

インストールが容易にできることがあげられる． 

 J-SHIS アプリでは，J-SHIS で WMS 配信している 250m メッシ

ュ予測地図画像のうち，最新の確率論的地震動予測地図，想定

地震地図，表層地盤地図，および深部地盤地図を閲覧すること

ができる．背景地図には Street View（通常の道路地図），

Satellite View（衛星/航空写真），Hybrid View（Street と 

Satellite の重ね合わせ）から選んで表示できる．予測地図レ

イヤの半透明度は連続的に変更できるので，背景地図の地物や

地形と対応付けて見ることができる．タッチパネルインタフェース

で地図を自由に移動でき，特にマルチタッチに対応している端

末ではピンチズーム（二本の指を開く動作による拡大操作）も可

能である．J-SHIS サイト同様に，住所などから位置検索ができる

ほか，内蔵された GPS を用い移動に合わせて現在位置をリアル

タイムに更新することもできる． 

 本アプリケーションをインストールしたスマートフォンを手に街

を歩けば，ハザードマップを実際の風景がリンクされた形で認識

することができるため，固定された PC 上で地図を閲覧するよりも，

より実感を持ってハザード情報を認識できると考えられる． 

 

9.6.2 J-SHIS アプリでの提供データ 

 J-SHISアプリは J-SHISの公式アプリであり，現在公開している

最新の全国地震動予測地図を表示することができる．地図提供

している地図を表. 9.6.2にまとめる．なお，入手は AppStore お

よ び GooglePlay よ り 無 償 で ダ ウ ン ロ ー ド 可 能 で あ る

（http://www.j-shis.bosai.go.jp/app-jshis）． 

 

  表. 9.6.2 J-SHIS アプリで提供している地図 

  確率論的地震動予測地図（30年震度 6強以上となる確率） 

  確率論的地震動予測地図（30年震度 6弱以上となる確率） 

  確率論的地震動予測地図（30年震度 5強以上となる確率） 

  確率論的地震動予測地図（30年震度 5弱以上となる確率） 

  表層地盤地図 

  深部地盤地図 

  想定地震地図 

 

 

図 9.6.2 J-SHIS アプリ(iOS 版スクリーンショット) 

確率論的地震動予測地図に主要活断層帯をオーバレイした状態（左図）、および地図の選択画面（右図）
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9.7 J-SHIS データ 

 J-SHIS では、地震ハザード情報を既存の GIS ソフトや汎用

ソフト上で取り扱いたいユーザ向けに、様々な形式のデータを

ダウンロード提供している。本節では、内容に適したフォーマ

ットに変換された J-SHIS データについて述べる。 

 

9.7.1 J-SHIS マップ公開データ 

J-SHIS では地震動予測地図工学利用検討委員会の提言

「結果のみでなく，プロセスの開示‐不確定性評価のプロセス

が分るように」に応えるために，確率論的地震動予測地図及

び震源断層を予め特定した地震動予測地図作成に係るプロ

セスに対応する情報の公開を行っている（表 9.7.1-1）． 

 

表 9.7.1-1 公開データ（その 1） 

公開データ 説明 

[確率論的地震動予測地図] 

地図データファイル 

地震種類「全ての地震」「地震カテゴリーⅠ」「地震カテゴリーⅡ」「地震

カテゴリーⅢ」及び確率ケース「平均ケース」「最大ケース」毎のファイ

ルとして提供を行う．それぞれのファイルは約 250m メッシュコードに対

応した 30年経過で震度 5弱/5強/6弱/6強以上となる確率値，3%及

び 6%となる計測震度値，地表最大速度値，工学的基盤最大速度値，

50 年経過で 2%，5%，10%，39%となる計測震度値，地表最大速度値，

工学的基盤最大速度値を記述した CSV形式とした． 

全国一括ダウンロードファイルと 1 次メッシュ単位ダウンロードファイル

を選択可能とした． 

[確率論的地震動予測地図] 

ハザードカーブデータファイル 

対象 3 次メッシュコード及び確率ケース「平均ケース」「最大ケース」，

経過年「30 年」「50 年」毎のファイルとして提供を行う．それぞれのファ

イルは計算した工学的基盤最大速度に対する各地震による超過確率

を記述した CSV形式とした．ハザードカーブが計算された全 3次メッシ

ュに対してダウンロード可能とした． 

[確率論的地震動予測地図] 

その他のデータファイル 

確率論的地震動予測地図を計算する際の以下のパラメータを一括で

ダウンロード可能とした． 

・断層形状データ 

・地震活動評価パラメータ 

・地震発生頻度データ 

・地域区分形状データ 

・プレート間/内地震比率データ 

・距離減衰式用パラメータ 

・プレート形状データ 

[条件付超過確率] 

地図データファイル 

対象地震（主要活断層帯，その他の活断層，海溝型地震）毎のファイ

ルとして提供を行う．それぞれのファイルは 250m メッシュに対応する震

度 5 弱/5 強/6 弱/6 強以上となる確率値，地表の計測震度期待値を

記述した CSV形式とした． 

※海溝型地震は震源断層を特定した地震のみを対象とした． 

[条件付超過確率] 

断層パラメータファイル 

対象地震（主要活断層帯，その他の活断層，海溝型地震）毎のファイ

ルとして提供を行う．それぞれのファイルは対象地震の断層パラメータ

（基準位置，断層長さ，断層幅，走向角，傾斜角，マグニチュード）を

記述した CSV形式とした． 

[震源断層を特定した地震動予測地図] 

地図データファイル 

対象地震（主要活断層帯）毎のファイルとして提供を行う．それぞれの

ファイルは約 250m メッシュに対応する工学的基盤最大速度値，工学

的基盤計測震度値，震度増分値，地表の計測震度値を記述した CSV

形式とした． 

[震源断層を特定した地震動予測地図] 

断層座標データファイル 

対象地震（主要活断層帯）毎のファイルとして提供を行う．それぞれの

ファイルは地表断層トレース位置，断層頂点座標，アスペリティ頂点座

標，要素震源位置を記述した CSV形式とした．  

[震源断層を特定した地震動予測地図] 

断層パラメータファイル 

対象地震（主要活断層帯）毎に PDFファイルとして提供を行う． 
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  表 9.7.1-2 公開データ（その 2） 

公開データ 説明 

[地盤情報] 

表層地盤データファイル 

表層地盤データファイルは約250mメッシュに対応する微地形区分コード，30m

平均 S 波速度値，増幅率値（Vs=400m/s から地表までの最大速度増幅率）を

記述した CSV形式とした． 

全国一括ダウンロードファイルと 1 次メッシュ単位ダウンロードファイルを選択

可能とした． 

[地盤情報] 

深部地盤データファイル 

深部地盤データファイルは標高表記と深さ表記のファイルに分けてデータを

作成した．各ファイルは 3次メッシュに対する 1～33層上面の標高値及び深さ

値を記述した CSV形式とした． 

全国一括ダウンロードファイルと 1 次メッシュ単位ダウンロードファイルを選択

可能とした． 

[地盤情報] 

深部地盤媒質データファイル 

深部地盤媒質データファイルは深部地盤データ各層に対する P 波速度値，S

波速度値，密度，Qp値，Qs値を記述した CSV形式とした．  

 

 

 

 
図 9.7.1-1 Google Earth で東京都港区付近の表層地盤微地形区分 KML を表示した例 
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図 9.7.1-2 データダウンロードサービス画面 

 

 
図 9.7.1-3 WMS / WFS 他ダウンロードサービス模式図 
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9.7.2 その他ダウンロード可能なデータ 

 J-SHIS では以下の項目に関する公開データをダウンロードす

ることができる． 

 

表 9.7.2 ダウンロードデータ形式一覧 

確率論的地震動予測地図 

   地図データ（CSV, シェープ, KML） 

   ハザードカーブデータ（CSV, PDF） 

   計算に係るパラメータ（CSV） 

条件付超過確率 

   地図データ（CSV, シェープ） 

震源断層を特定した地震動予測地図 

   地図データ（CSV, シェープ） 

   断層座標データ（CSV） 

   断層パラメータ（CSV） 

   波形データ（K-NET ASCII） 

地盤情報 

   表層地盤（CSV, シェープ, KML） 

   深部地盤（CSV） 

被災人口 

   被災人口統計データ（CSV） 

J-SHIS地震・断層コード 

   地震コード（PDF） 

 断層コード（PDF） 

 

9.8 今後の展開 

J-SHIS システムは地震動予測地図工学利用検討委員会の提

言に基づき，地震動予測地図に係る情報をわかりやすく提供で

きるプラットフォームとして構築してきた．こうした中，2007 年 6 月

1 日に長期戦略指針「イノベーション 25」が閣議決定された．「イ

ノベーション 25」は，2025年までを視野に入れ，豊かで希望に溢

れる日本の未来をどのように実現していくか，そのための研究開

発，社会制度の改革，人材の育成等，短期，中長期にわたって

取り組むべき政策を示したものである．その技術革新戦略ロード

マップの具体的施策である「社会還元加速プロジェクト」の一つと

して，「きめ細かい災害情報を国民一人ひとりに届けるとともに，

災害対応に役立つ災害情報通信システムの構築」が挙げられた．

これを受け，防災科学技術研究所では，誰もが自らに被りうる自

然災害 の「リスク」を知り，自らに適した「防災対策」を立案・実行

していく社会を目指し，そのための「素材（災害リスク情報）」と「道

具・手段（プラットフォーム）」を提供するため，「災害リスク情

報プラットフォーム」の研究開発に着手した． 

 「災害リスク情報プラットフォームの構築」においては，これまで

主たる研究対象であった地震ハザードのみならず，地震リスク評

価までを研究対象に広げた取り組みが計画されており，地震調

査研究推進本部による新総合基本施策が掲げる基本目標の１

つ「防災・減災に向けた工学及び社会科学研究を促進するため

の橋渡し機能の強化」の実現に資することが期待されている． 

 J-SHISポータルサイトおよび J-SHISマップは英語版が公開さ

れており，国際的なアクセスにも対応している．今後，東日本大

震災を経験した日本の教訓と知識を世界の地震ハザード評価に

貢献するため，防災科学技術研究所は３つの国際プロジェクトに

参画し，Web の構築により情報発信に協力している．その一つ，

"Seismic Hazard Assessment for the Next Generation Map)

は日中韓の共同研究プロジェクトで，アジア地域での標準的な

地震ハザードマップ作成に向けた第一歩と位置付けられている． 

 2012 年 9 月，防災科学技術研究所は，地震ハザード評価の

世界標準モデルの構築を行 う国際組織 GEM (Global 

Earthquake Model, http://www.globalquakemodel.org/) に，

運営委員会のメンバーとして参加することとなった．GEM には 13

の国と地域，企業，国際協力機構，世界銀行，国際連合等が参

加しており，地震ハザード評価の国際間連携を行うにあたり非常

に重要な提携が始まったと言える． 

 J-SHIS は現在，地震ハザード情報の提供プラットフォームとし

て，世界の中でも先導的な立場にあり，内外ともに高まる期待に

応えるべく，今後より一層の注力が求められている． 
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